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今
月
の
表
紙

「
雪
ま
つ
り
で
只
見
の
空
を
踊
る
子
ど
も
た
ち
」

　
雪
ま
つ
り
の
２
日
目
に
は
、
町
内
の
子
ど
も
た
ち

に
よ
る
只
見
の
空
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
雪
に
負
け

な
い
元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
、
来
場
者
の
心
を

温
め
ま
し
た
。
�
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今
年
の
大
雪
像
＆
入
場
門
は
、

映
画「
青
春
18
×
２
」を

　
　
　
　
　
　
　
　
イ
メ
ー
ジ

町
民
が
一
丸
と
な
っ
て
、

只
見
町
ら
し
い
雪
ま
つ
り
に
！
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困
難
を
極
め
た
会
場
準
備

　

今
年
は
、
雪
ま
つ
り
準
備
も
大
詰
め

に
入
る
２
月
に
雪
が
降
り
続
き
、
豪
雪

対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
る
ほ
ど
の
大
雪

と
な
り
ま
し
た
。　

　

降
り
積
も
る
雪
を
取
り
除
き
な
が
ら

の
会
場
準
備
は
困
難
を
極
め
、
連
日
早

朝
か
ら
夜
遅
く
ま
で
作
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
例
年
以
上
の
悪
条
件
の
中
、
大

雪
像
作
成
、
ゆ
き
ん
こ
市
の
小
間
作

成
、
電
気
・
照
明
・
給
排
水
設
備
設

置
、
入
場
門
作
成
、
会
場
設
営
の
そ
れ

ぞ
れ
に
携
わ
る
事
業
所
の
皆
さ
ん
の
尽

力
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
無
事
に

計
画
ど
お
り
の
会
場
を
作
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

大
雪
像
は
、
只
見
町
も
舞
台
と
な
っ

た
日
本
と
台
湾
の
合
作
映
画
「
青
春
18

×
２ 

君
へ
と
続
く
道
」
に
登
場
し
た

台
湾
の
大
崗
山
超
峰
寺
（
だ
い
こ
う
ざ

ん
ち
ょ
う
ぶ
じ
）
を
作
成
し
ま
し
た
。

夜
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ

ン
グ
が
投
影
さ
れ
、
大
雪
像
が
台
湾
や

四
季
折
々
の
只
見
の
風
景
で
幻
想
的
に

彩
ら
れ
ま
し
た
。

　

入
場
門
も
台
湾
の
台
南
孔
子
廟
（
た

い
な
ん
こ
う
し
び
ょ
う
）
を
モ
チ
ー
フ

に
作
成
し
ま
し
た
。

　

他
に
も
会
場
内
に
は
町
内
小
中
学
生

や
只
見
高
校
生
が
作
成
し
た
雪
像
が
並

び
ま
し
た
。

今
年
の
大
雪
像
は　
　
　

映
画
の
舞
台
を
イ
メ
ー
ジ
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１
日
目
は
、
開
会
式
で
鏡

開
き
、
恒
例
の
福
餅
ま
き
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
梁
取
太
々
神
楽

が
披
露
さ
れ
、
続
い
て
町
内

の
芸
能
団
体
に
よ
る
芸
能
発

表
や
宏
菜
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
が

会
場
を
盛
り
上
げ
た
他
、
あ

っ
け
ら
か
ん
の
マ
ジ
ッ
ク
シ

ョ
ー
や
だ
し
お
さ
ん
に
よ
る

モ
ノ
マ
ネ
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

夜
に
は
厄
払
い
の
儀
や
お

ん
べ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

マ
ッ
ピ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
祈

願
花
火
が
会
場
を
彩
り
ま
し

た
。

毎年恒例の長靴とばしは、多くの方にご参加いただきました

只見つくし会、はぎの会、コーラスフルールの皆さんによる芸能発表

多くの方の思いを打ち上げた１日目の祈願花火厄男衆の体に触れるとその１年は良いことがあると言われています

吹雪でも来場者に笑顔を届けた
宏菜さんのステージ

映画主題歌も披露された
だしおさん

只見町の伝統芸能の一つ　梁取太々神楽

1日目1日目

来場者のお腹と心を満たしたゆきんこ市
埼玉工業大生が協力してくれた
映画コラボの三石ブース 小さなお子様もイベントを楽しみました
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２
日
目
は
、
あ
っ
け
ら
か

ん
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
で
幕

を
開
け
、
続
け
て
子
ど
も
た

ち
が
「
只
見
の
空
」
を
踊
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
郷
土
芸
能
発
表
や

大
竹
涼
華
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
、

夢
グ
ル
ー
プ
石
田
社
長
と
保

科
有
里
さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク

＆
歌
謡
シ
ョ
ー
が
来
場
者
を

楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

辺
り
が
薄
暗
く
な
る
こ
ろ

に
は
、
天
領
只
見
仙
嶽
太
鼓

の
演
奏
が
、
雪
ま
つ
り
の
フ

ィ
ナ
ー
レ
に
向
け
て
会
場
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

キリンビール協賛による花火が只見の夜空を彩りました
吹雪の中、圧巻のパフォーマンスを見せた

天領只見仙嶽太鼓

テレビでお馴染みの石田社長と保科有里さんによる
トークと歌謡ショーに会場が笑顔に包まれました

子どもから大人まで大人気の
あっけらかんのマジックショー

寒さを吹き飛ばすような
大竹涼華さんのライブ

2日目

雪まつ
り

スナッ
プ

２日目の芸能発表は、小林早乙女、大倉八木節、只見音楽研究会、只見中有志グループＭＩＹＵＡが出演しました

福の紙ゲット！ 柏市ブースで雪むすめと あっけらかんとマスクマン ゆきんこ市の食にに舌鼓！

2日目
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南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
と

南
会
津
地
方
環
境
衛
生
組
合
が

令
和
７
年
４
月
か
ら

新
体
制
に

合
併

　

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
南

会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

に
南
会
津
地
方
環
境
衛
生
組
合

が
統
合
と
な
り
ま
す
。

　

両
組
合
は
、
設
立
時
期
や
目

的
が
異
な
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
体
制
で
運
営
し
て
い
ま
し
た

が
、
両
組
合
を
統
合
し
、
組
織

体
制
の
再
編
成
し
、
両
組
合
に

あ
る
事
務
部
局
を
一
元
化
す
る

こ
と
で
、
各
種
会
議
等
の
集
約

化
、
効
率
化
な
ど
を
図
り
ま
す
。

　

今
回
の
統
合
で
消
防
や
ご
み

収
集
な
ど
の
私
た
ち
の
生
活
に

お
け
る
大
き
な
変
化
、
変
更
点

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
今
後
、
新
し
い
指
定

ご
み
袋
が
販
売
さ
れ
る
予
定
で

す
が
、
現
在
使
用
中
の
指
定
ご

み
袋
は
引
き
続
き
ご
使
用
い
た

だ
け
ま
す
。

南会津地方広域市町村圏組合

南会津地方広域市町村圏組合（令和７年４月から）

統合後の住所、連絡先

構成団体
南会津町、下郷町、只見町、
檜枝岐村

組　　織
管理者会、議会、監査委員、
教育委員会、消防本部、
組合事務局

共同処理
事　　務

◯消防・救急に関すること
◯観光案内地図「ようこそ会津
高原」の作成

◯介護認定審査会の設置・運営
◯視聴覚ライブラリーの運営
� など

構成団体 南会津町、下郷町、只見町

組　　織
管理者会、議会、監査委員、
組合事務局

共同処理
事　　務

◯一般廃棄物の収集、運搬、
　処分
◯資源ごみの収集、運搬、処分
◯一般廃棄物処理業の許可等に
関する事務

◯浄化槽清掃業の許可等に関す
る事務

◯火葬場の設置運営� など

南会津地方環境衛生組合（令和７年　 　　
３月３１日 解散）

構成団体 南会津町、下郷町、只見町、檜枝岐村

組　　織 管理者会、議会、監査委員、教育委員会、消防本部、組合事務局

共同処理
事　　務

◯消防・救急に関すること　　　　 ◯観光案内地図「ようこそ会津高原」の作成
◯介護認定審査会の設置・運営　　 ◯視聴覚ライブラリーの運営
◯一般廃棄物の収集、運搬、処分　 ◯資源ごみの収集、運搬、処分
◯一般廃棄物処理業の許可等に関する事務
◯浄化槽清掃業の許可に関する事務
◯火葬場の設置運営� など

課 係 所　　在　　地 電　　　話

総
務
課

総　務　係

南会津町田島字西上川原乙６５ 0241－62－0054企画振興係

社会福祉係

環
境
衛
生
課

環境行政係
下郷町大字落合字下川原138番地１

0241－67－2480

東部環境係 0241－67－3820

東部衛生係 下郷町大字落合字上下川原90番地 0241－67－3414

西部環境係 南会津町山口字下荒町2172番地９
0241－72－2639

西部衛生係 南会津町山口字下荒町2172番地14

統合
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町の話題 皆さまからの身近な情報をお待ちしています。

地域の課題と向き合い学ぶ
「只見町ESD地域成果発表会」開催

積雪や樹木を観察
只見町ブナセンター「豪雪のブナ林観察会」

　渡部コユキさん（福井）が２月６日に満１００歳
を迎えられ、同日に百歳高齢者知事賀寿の贈呈式が
行われました。
　式では、町や町議会、社会福祉協議会、只見町老
人クラブ、下福井老人クラブなどからのお祝い品の
他、家族から花束が贈られました。
　渡部さんの長寿の秘訣は、好き嫌いせずに何でも
しっかり食べることだそうです。

　「令和６年度只見町ＥＳＤ地域成果発表
会」が、２月２０日に行われ、町内小中学
校と只見高校、株式会社会津工場の６組が
発表しました。
　小学校は只見町の課題を調べ、それに対
する解決策など、中学校は日本全体や世界
規模での課題に対し只見町からできること
など、只見高校は只見町を活性化させるた
めに商品開発の観点から企画実行したこ
と、会津工場はSDGｓや町の活性化とい
う視点における自社の取り組みについてな
ど、それぞれが登壇し報告しました。

　「豪雪のブナ林観察会」が２月１５日に
深沢集落の森で開催され、町内外から２３
人が参加しました。
　参加者らは深沢集落の森を歩き、樹木の
観察を行いながら、冬の景色を楽しみまし
た。紙谷館長がブナ林の特徴等について解
説を行いました。また、箕口秀夫博士とと
もに積雪層の断面にスプレーで色をつけ、
しまり雪やザラメ雪など層ごとの違いを観
察しました。
　当日は積雪がありながら天候もよく、豪
雪を堪能した観察会となりました。

▲これからも元気に長生きしてください

▲世界で唯一会津工場だけの技術である「Hプロセス工法」によるCO2削減
効果について報告する星氏

▲積雪層を解説する箕口博士

百歳おめでとうございます
渡部コユキさん
知事賀寿表彰
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ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。　　総務企画課　☎ 82－5210　Fax 82－2117

インターネットの恐ろしさ、正しい使い方を伝える
スマイリーキクチ氏　講演会　開催

頑張る只見っ子　県大会優勝&全国大会出場
　町内出身の小中学生、高校生がアルペンスキー競技とクロスカントリースキー競技において、優秀な
成績を収めました。氏名・成績は以下の通りです。

○目黒咲翔（南会津高校３年）
　第７７回福島県高等学校体育大会スキー競技　大回転� 第３位（全国大会出場）
○岩佐澪乃（只見中３年）
　第６７回福島県中体連スキー競技　回転� 優　勝（全国大会出場）
　　　　　　　　　　　　　　　　　大回転� 準優勝（全国大会出場）
　第７７回福島県スポーツ少年団スキー大会　大回転� 優　勝
○目黒純乃介（只見中３年）
　第６７回福島県中体連スキー競技　クラシカル� 第４位（全国大会出場）
○長谷川來々（只見中１年）
　第６２回全国中学校体育大会クロスカントリー　リレー種目� 選　出（全国大会出場）
○矢沢茜音（只見中１年）
　第７７回福島県スポーツ少年団スキー大会　大回転� 優　勝
○齋藤光希（明和小４年）
　第７７回福島県スポーツ少年団スキー大会　大回転� 優　勝

　一般社団法人インターネット・ヒュー
マンライツ協会の代表を務めるスマイリ
ーキクチ氏による講演会「NET社会に
生きる子どもたちと家庭」が、２１日に
只見中学校で開催されました。
　スマイリーキクチ氏は、インターネッ
ト上で身に覚えのない殺人事件の犯人だ
と書き込みをされ誹謗中傷を受けた経験
を伝え、「インターネットで検索した情
報をすぐに信用せずに周りの人と対面で
相談してほしい。情報が正しいかどうか
を疑う『正疑感』が大切」と参加者に伝
えました。 ▲インターネットの恐ろしさ、使い方を伝えたスマイリーキクチ氏
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町の話題 皆さまからの身近な情報をお待ちしています。

福島県６次化ブランド「ふくしま満天堂」
目黒麹店「生きしめん」が「満天堂プレミアム」に認定

保育所で鬼退治
３保育所で
豆まきが行われました

　町内３保育所は、２月３日に豆まきを行いました。先生
から保育所児童に節分や豆まきの由来などの説明が行われ
た後、お遊戯などをしていると鬼がやってきました。
　鬼の迫力に泣き出す子どももいましたが、豆に見立てた
ボールを鬼に当てて、鬼退治をしました。
　鬼退治後、さくら組の子どもたちが各組のお部屋や職員
室などに豆まきをして、邪気を払い、福を呼び込みました。

　福島県が主催する６次化商品の開発・改良による商
品力向上や、販路開拓を目的としたブランド推進事業
「ふくしま満天堂」において、目黒麹店の「生きしめ
ん」が「ふくしま満天堂プレミアム２０２４」に認定
されました。
　「ふくしま満天堂プレミアム」は、「ふくしま満天堂」
に登録された商品から、首都圏の現役食品バイヤーに
よる書類選考や試食審査を経て認定されます。味だけ
でなく、食べやすさや見た目（パッケージ等）など総合
的に評価されます。また、認定された商品は、県内の
「ふくしま満天堂売場」にて期間限定で販売されます。

▲鬼退治をする子どもたち

▲内堀知事より表彰を受けた目黒麴店の目黒大地さん

齋
さい

藤
とう

 凛
りん

さん（亀岡）

菅
かん

家
け

 乃
の

依
い

さん（黒谷）

鈴
すず

木
き

 莉
り

天
あ

さん（只見）

小
こばやし

林 千
ち

晃
あき

くん（小林）

横
よこ

山
やま

 弓
ゆ

弦
づる

くん（小川）

小
こばやし

林 絆
はく

蒼
あ

くん（福井）

む
し
歯
の
な
い
子

む
し
歯
の
な
い
子
（
２
月
18
日　

３
歳
児
検
診

）
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町
民
文
芸

只
見
短
歌
会　
令
和
七
年
二
月
詠
草

只
見
俳
句
会　
二
月
定
例
会

�

味
代
子

積
雪
や
何
度
見
て
も
ふ
え
る
嵩

一
瞬
の
雪
降
る
気
配
空
仰
ぎ

�

一　

恵

一
字
ご
と
寒

せ
が
む
火
の
用
心

推
し
ド
ラ
の
余
韻
ま
と
い
し
除
雪
か
な

�

真
理
子

堅
雪
に
木
の
ス
ケ
ー
ト
で
遊
び
け
り

大
つ
ら
ら
見
上
げ
な
が
ら
の
村
湯
か
な

�

睦　

子

カ
フ
ェ
オ
レ
を
妻
が
差
し
出
す
冬
の
朝

う
ら
ら
か
な
睦
月
を
過
ご
す
昼
下
が
り

�

礼　

静
か
さ
や
と
っ
ぷ
り
と
言
う
雪
の
中

窓
明
か
り
背
な
に
毛
糸
の
色
あ
わ
せ

�

一　

穂

寒
の

供
へ
一
年
達
者
で
と

見
え
ぬ
妻
に
新
聞
読
ん
で
春
ご
た
つ

�

修　

一

冬
空
の
重
き
に
耐
え
て
朝
日
指
す

カ
レ
ン
ダ
ー
二
月
を
剥
が
し
一
区
切
り

�

信　

イ
ヌ
フ
グ
リ
踏
ま
れ
て
も
な
お
伸
び
に
け
り

廃
屋
や
見
る
人
も
な
し
梅
の
花

�

都　

二
ン
月
や
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
に
戦
さ
あ
り

立
て
か
け
た
ス
コ
ッ
プ
の
先
寒
波
く
る

�

目
黒　

富
子

唐
突
に
電
気
お
も
ち
ゃ
の
鳴
り
出
し
ぬ
か
つ
て
の
主
は
学
生
に
な
り

�

関
谷
登
美
子

春
分
を
迎
へ
寒
波
の
予
報
あ
り
昔
な
つ
か
し
豆
拾
ふ
子
等

�

立
花　

奏
音

新
雪
を
か
き
分
け
進
む
二
歳
児
の
は
じ
け
る
笑
顔
冬
陽
が
照
ら
す

�

新
国
由
紀
子

降
雪
の
続
け
ば
日
々
に
除
雪
機
の
音
の
飛
び
交
ふ
雪
の
ア
ー
チ
よ

�

渡
部
ヨ
リ
子

し
わ
し
わ
の
衣
服
を
出
し
て
ま
た
纏
ひ
断
捨
離
出
来
ぬ
日
の
続
き
ゐ
て
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電話番号

税

今
月
の
納
期

３
月
25
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

総務企画課
　総務係　企画係　財政係
� ☎82-5210
町民生活課
　町民税務係� ☎82-5110
　生活安全係� ☎82-5100
保健福祉課
　保　健　係� ☎84-7005
　福　祉　係
　成年後見制度利用促進室
� ☎84-7010
農林建設課
　農　林　係� ☎82-5230
　建　設　係� ☎82-5270
　薪エネルギー推進室
� ☎82-5230
交流推進課
　観光係　商工労働係
� ☎82-5240
　移住交流係
　ユネスコエコパーク推進係
（ただみ・ブナと川のミュージアム内）

� ☎82-5963
会　計　室� ☎82-5120
議会事務局� ☎82-5300
農業委員会� ☎82-5230
教育委員会� ☎82-5320
学校給食センター� ☎84-7180
只見保育所� ☎82-2219
朝日保育所� ☎84-2038
明和保育所� ☎86-2249
朝日診療所� ☎84-2221
（歯科）� ☎84-2612
こぶし苑� ☎84-2101
只見公民館� ☎82-2141
朝日公民館� ☎84-2111
明和公民館� ☎86-2111

●
農
集
排
使
用
料
（
３
月
分
）

自
動
車
の
移
転（
変
更・抹
消
）登
録

　

自
動
車
税
種
別
割
は
、
４
月
１
日
（
午

前
０
時
）
現
在
の
登
録
名
義
人
で
あ
る
所

有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
自
動
車
の

売
買
や
転
居
等
を
さ
れ
た
場
合
は
次
の
こ

と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
手
放
し
た
自
動
車
の
納
税
通
知
書
が
届

い
た

　

自
動
車
税
種
別
割
は
、４
月
１
日（
午
前

０
時
）
現
在
の
登
録
名
義
人
で
あ
る
所
有

者
（
割
賦
販
売
等
で
所
有
権
が
留
保
さ
れ

て
い
る
場
合
は
使
用
者
）
に
課
税
さ
れ
ま

す
の
で
、
移
転
や
抹
消
の
手
続
き
を
し
な

い
と
、
も
と
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

自
動
車
を
下
取
り
に
出
し
た
り
、他
人
に

譲
っ
た
り
し
た
と
き
は
、
必
ず
運
輸
支
局

で
移
転
や
抹
消
の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
３
月
末
ま
で
に
手
続
き
を
し
な
い
と
、

翌
年
度
分
の
税
金
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

○
転
居
し
て
住
民
票
は
移
し
た
の
に
、
自

動
車
種
別
割
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い

　

自
動
車
税
種
別
割
の
納
税
通
知
書
は
、

運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て
い
る
住
所
（
自

動
車
検
査
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
住
所
）

に
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
住
民
票
の
異
動

だ
け
で
は
新
し
い
住
所
へ
送
付
さ
れ
ま
せ

ん
。

　

転
居
し
た
と
き
は
、
必
ず
運
輸
支
局
で

車
検
証
の
住
所
変
更
の
手
続
き
を
し
ま
し

ょ
う
。

※
３
月
末
ま
で
に
手
続
き
を
す
る
と
、
新

し
い
住
所
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

○
車
検
切
れ
で
使
用
し
て
い
な
い
自
動
車

に
も
、自
動
車
税
種
別
割
は
課
税
さ
れ
る

　

車
検
が
切
れ
た
自
動
車
で
も
、
登
録
が

さ
れ
て
い
る
限
り
自
動
車
税
種
別
割
が
課

税
さ
れ
ま
す
。

　

壊
れ
て
動
か
な
く
な
っ
た
り
、
使
わ
な

く
な
っ
た
り
し
た
自
動
車
は
、
運
輸
支
局

で
抹
消
の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

抹
消
さ
れ
た
翌
月
か
ら
、
月
割
で
課
税

さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。
既
に
年
税
額
を
納

め
て
い
る
場
合
に
は
、
抹
消
し
た
翌
月
以

降
の
税
金
は
還
付
さ
れ
ま
す
。

※
３
月
末
ま
で
に
抹
消
登
録
す
れ
ば
、
翌

年
度
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
先
】

　

福
島
県
南
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

　

☎
０
２
４
１
－
62
－
５
２
１
２

※
登
録
に
関
す
る
手
続
き
は
、
運
輸
支
局

や
南
会
津
自
家
用
自
動
車
組
合
、
自
動

車
整
備
工
場
等
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

広
報
た
だ
み
２
月
号
『
令
和
６
年
度

「
自
然
首
都
・
只
見
」
学
術
調
査
研
究
成
果

発
表
会
』
記
事
に
お
い
て
、
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
訂
正
し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

○
７
ペ
ー
ジ
下
段　
調
査
研
究
の
背
景
と

目
的
内　
１
～
２
行
目

【
誤
】「
ア
カ
ミ
ノ
ア
ブ
ラ
チ
ャ
ン
」

【
正
】「
ア
カ
ミ
ノ
ア
ブ
ラ
チ
ャ
ン（
町
指
定

天
然
記
念
物
）」

○
７
ペ
ー
ジ
下
段　
わ
か
っ
た
こ
と
内　

１
行
目

【
誤
】唱
平
（
町
指
定
天
然
記
念
物
）
と
ふ

る
さ
と
館
田
子
脇
に
生
育
し
て
い
る

は
ア
カ
ミ
ノ
ア
ブ
ラ
チ
ャ
ン
の
～

【
正
】長
浜
字
唱
平
と
ふ
る
さ
と
館
田
子
倉

脇
に
生
育
し
て
い
る
ア
カ
ミ
ノ
ア
ブ

ラ
チ
ャ
ン
の
～

お
知
ら
せ

広
報
た
だ
み
２
月
号
記
事
の
訂
正
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ただみに来た人に
聞いてみた

只見在住１年目

沼田 悠希 さん

　

出
身
は
只
見
町
と
の
ふ
る
さ
と
交
流
都
市

で
あ
る
千
葉
県
柏
市
な
ん
で
す
。
そ
の
繋
が

り
で
、
通
っ
て
い
た
中
学
校
に
只
見
高
校
の

山
村
教
育
留
学
生
の
チ
ラ
シ
が
配
ら
れ
て
、

そ
こ
で
初
め
て
只
見
町
の
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
そ
の
後
両
親
か
ら
の
勧
め
も
あ
り
、
只

見
高
校
と
奥
会
津
学
習
セ
ン
タ
ー
の
見
学
会

に
参
加
し
、
大
自
然
に
囲
ま
れ
た
環
境
で
の

生
活
は
自
分
を
変
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
只
見
町
に
来
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。

　

大
学
進
学
の
た
め
に
只
見
町
を
離
れ
ま
し

た
が
、
就
職
に
つ
い
て
考
え
た
時
に
、
只
見

町
で
の
思
い
出
が
強
く
浮
か
び
、
自
分
の
中

に
「
只
見
町
に
恩
返
し
が
し
た
い
」
と
い
う

気
持
ち
が
あ
る
こ
と
に
気
付
き
、
只
見
町
に

戻
る
こ
と
を
選
び
ま
し
た
。

　

私
は
今
、
只
見
町
役
場
総
務
企
画
課
で
町

の
人
に
向
け
た
情
報
紙
「
お
し
ら
せ
ば
ん
」

の
作
成
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
町
の
情

報
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
楽
し
い
で
す
。

　

仕
事
以
外
で
は
、
市
町
村
野
球
チ
ー
ム
に

参
加
し
て
い
て
、
試
合
日
の
３
か
月
く
ら
い

前
か
ら
週
に
２
回
ほ
ど
練
習
が
あ
る
の
で
そ

ち
ら
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

休
日
に
は
、
同
期
の
人
達
と
出
か
け
た
り

し
て
い
ま
す
。

　

山
村
教
育
留
学
生
時
代
、
冬
の
時
期
に
は

寮
か
ら
学
校
ま
で
徒
歩
で
通
学
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
時
は
、
雪
の
量
よ
り
も
寒
さ
が
辛

か
っ
た
で
す
。

　

只
見
町
で
暮
ら
し
て
良
か
っ
た
こ
と
は
、

人
が
優
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
山
村
教
育
留
学

生
時
代
の
寮
長
や
近
隣
の
方
だ
け
で
な
く
、

初
め
て
会
う
方
も
声
を
か
け
て
く
だ
さ
り
、

嬉
し
い
で
す
。

た
だ
み
に
来
た
き
っ
か
け

�

を
聞
い
て
み
た

た
だ
み
で
の
く
ら
し

�

を
聞
い
て
み
た

た
だ
み
で
感
じ
た
こ
と

�

を
聞
い
て
み
た

４
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

消
防
団
員
な
ど
が
消
防
車
両
で
町
内
を
ま

わ
り
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
す
。

時　
間
：
午
前
９
時
～

場　
所
：（
出
発
地
）
明
和
公
民
館

問
合
せ
：
町
民
生
活
課

　
　
　
　
☎
０
２
４
１
－
82
－
５
１
０
０

若
者
の
集
い
の
場
を
目
的
と
し
て
、ス
ポ
ー

ツ
や
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
み
ん
な
で
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。詳
細
は
明
和
公
民
館
ま
で
。

時　
間
：
午
後
６
時
３０
分
～

場　
所
：
亀
岡
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
内

申
込
み
：
明
和
公
民
館

　
　
　
　
☎
０
２
４
１
－
86
－
２
１
１
１

朝
日
地
区
内
で
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
ま
す
。

地
域
の
た
め
に
ち
ょ
ボ
ラ
し
ま
せ
ん
か
。

時　
間
：
午
前
９
時
～

場　
所
：（
集
合
）
朝
日
公
民
館

問
合
せ
：
朝
日
公
民
館

　
　
　
　
☎
０
２
４
１
－
84
－
２
１
１
１

春
の
火
災
予
防
パ
レ
ー
ド

星
空
カ
フ
ェ
要
申
込
み

ち
ょ
ボ
ラ
ゴ
ミ
拾
い（
朝
日

地
区
）

15日24日 19日

　

沼
田
さ
ん
の
お
話
を
も
っ
と
詳
し
く
知

り
た
い
、
他
の
移
住
者
の
話
を
も
っ
と
聞

き
た
い
方
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
の
ブ

ラ
ウ
ザ
ア
プ
リ
か
ら
「
只
見
町　

移
住
体

験
談
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
！

町ＨＰ
移住体験談
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町民
憲章

１、ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
１、互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
１、産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
１、教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
１、きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

あ
と
が
き

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

▽
雪
ま
つ
り
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
皆

さ
ま
、
ま
た
ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
さ

ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▽
昨
冬
に
あ
ま
り
雪
が
降
ら
な
か
っ
た

せ
い
も
あ
り
、
今
冬
は
体
感
的
に
も
降

雪
が
多
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
除
雪
が

大
変
で
は
あ
り
ま
す
が
、
雪
が
降
っ
た

後
の
空
が
き
れ
い
で
、
夜
空
を
見
上
げ

る
と
星
が
一
段
と
輝
い
て
見
え
、
デ
メ

リ
ッ
ト
ば
か
り
で
も
な
い
の
か
も
し
れ

な
い
と
、
前
向
き
に
考
え
て
み
た
り
し

ま
す
。

�

（
小
林
）

（1月26日～2月25日届出分）敬称略

転入　６　転出　６　出生　２　死亡　６

令和７年２月１日現在
人　　口　３，５３３（－４）
　 男 　　１，７５３（±０）
　 女 　　１，７８０（－４）
世 帯 数　１，５１１（－７）
高齢化率　　　　４８．３％

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

■おくやみ申し上げます
飯　塚　繁　代　　87歳　　坂　田
渡　部　タニヱ　　92歳　　福　井
佐　藤　富　子　　90歳　　大　倉
五十嵐　吉　樹　　75歳　　長　浜
矢　沢　キヨノ　　99歳　　只　見
酒　井　邦　雄　　87歳　　福　井
久　保　信　夫　　91歳　　黒　谷
五十嵐　キヱノ　　89歳　　福　井

★生殖記

★ゲーテはすべてを言った

� 【著】朝井リョウ（小学館）
　とある家電メーカー総務
部勤務の尚成は、同僚と二
個体で新宿の量販店に来て
います。体組成計を買うた
め――ではなく、寿命を効
率よく消費するために。こ
の本は、そんなヒトのオス
個体に宿る◯◯目線の、お
そらく誰も読んだことのな
い文字列の集積です。

� 【著】鈴木結生（朝日新聞出版）

　◆「2025年本屋大賞」ノミネート・「キノ
ベス！2025」第1位◆
　『正欲』から３年半。本年度最大の衝撃作、大
反響10万部突破。

　高名なゲーテ学者・博把
統一は一家団欒のディナー
で、彼の知らないゲーテの
名言と出会う。ティー・バ
ッグのタグに書かれたその
言葉を求めて、膨大な原典
を読み漁り、長年の研究生
活の記憶を辿るが―。ひと
つの言葉を巡る統一の旅
は、創作とは何かという深

遠な問いを投げかけながら、読者を思いがけな
い明るみへ誘う。若き才能が描くアカデミック
冒険譚！第１７２回芥川賞受賞作。

○朝日公民館ではリクエストを随時受付しています。
　読んでみたい本があれば、ぜひリクエストしてください。

朝日公民館

図書紹介
朝日公民館図書室

☎84－2111
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森の四季Vol.179

※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

※
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

℡0241（72）8355

■発行／只見町　〒968-0421 福島県南会津郡只見町大字只見字町下2591-30
■編集／総務企画課総務係　https://www.town.tadami.lg. jp/　☎ 0241（82）5210

下記イベントを開催しております。詳細は只見町ブナセンター（電話
0241－72－8355）までお問い合わせください。

企画展「ブナ林の木に生かされる　雪国のブナを極めるⅡ」
会期：2024年11月9日（土）～2025年6月30日（月）
場所：ただみ・ブナと川のミュージアム　2階ギャラリー

只見町ブナセンターからのお知らせ

� （写真・文　太田祥作）

ブッポウソウ　（学名：Eurystomus orientalis）
【ブッポウソウ目ブッポウソウ科】

　ブッポウソウは只見町に渡ってくる珍しい夏鳥です。体
は光沢のある青緑色で、頭部は黒色、嘴

くちばし

と脚
あし

は赤色と、ま
さに極

ごく

彩
さい

色
しき

をしています。
　和名は漢字で「仏

ぶっ

法
ぽう

僧
そう

」と表され、かつてこの鳥が「仏
法僧」と鳴くと信じられていたことに由来します。ところ

▲７月、町内で撮影

▲ 地方名「もんつきがらす」の由来と
なった翼の白斑。「もんつき」部分は
逆光だと白く抜けて見えるが（上）、
順光では水色だとわかる（下）

が、実際に「仏法僧」と鳴くのはコノハズクというミミズクの一種で、ブッポウソウは「ゲッ、
ゲッ」と濁った声で鳴きます。また、只見町の地方名ではこの鳥を「もんつきがらす」と呼ん
でいました。「もんつき」は、翼にある白

はく

斑
はん

を着
き

物
もの

の「紋
もん

付
つき

」に例えたのだと考えられます。
　ブッポウソウは山地森林性の鳥で、カナブンなど大型の飛

ひ

翔
しょう

性
せい

昆
こん

虫
ちゅう

を餌
えさ

とします。主に大
たい

木
ぼく

の樹
じゅ

洞
どう

に営
えい

巣
そう

しますが、自力では巣穴を掘
ほ

れないので、キツツキの一種・オオアカゲラの古
ふる

巣
す

をよく利用するようです。そのため、ブッポウソウの繁殖には、オオアカゲラや大型の昆虫が
多い成熟した森林が必要だと言えるでしょう。
　ブッポウソウは全国的にも珍しく、環境省のレッドリストでは絶

ぜつ

滅
めつ

危
き

惧
ぐ

ⅠB類
るい

（近い将来に
おける野生での絶滅の危険性が高いもの）に選

せん

定
てい

されています。福島県では会津の山間部を中
心に分布しますが、やはり少なく、繁

はん

殖
しょく

状況はよくわかっていません。只見町の場合、昔は町
内のあちこちに見られたようですが、近年では限られた地域でのみ見られます。2024年8
月には幼鳥が確認されたことから、町内のどこかでひっそりと繁殖しているのかもしれません。
　雪国・只見の本格的な春はもう少し先ですが、ブッポウソウの渡来まであと2ヶ月ほどです。
町の森林の豊かさを示すこの鳥が、今年も渡ってきてくれることを祈ります。
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